
第 27回 

群馬県理学療法士学会 
【活きて活かされる理学療法士とは】 

プログラム集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＊本来、東毛地区である桐生市での開催予定でしたが、新型コロナウィルスの感染拡大を 

    鑑み、初のＷＥＢ開催となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11 月 1 日(日)9：00～11月３日（火）16：00 

WEB（オンデマンド型）開催 
質問受付期間 令和２年 11月 1日 9：00～11月 10日 16：00 

 
主催：一般社団法人 群馬県理学療法士協会 

後援：桐生市・みどり市・太田市 

群馬県訪問看護ステーション連絡協議会 

一般社団法人 群馬県ケアマネジャー連絡協議会 

群馬県地域リハビリテーション支援センター 

about:blank


一般社団法人 群馬県理学療法士協会 会長挨拶 

 
現在、全国的にも群馬県においても、新型コロナ感染症は確実に広がりを見せております。

収束するかに見えても続いての波が見え隠れしております。会員の皆様におかれましては、

所属施設での感染予防のみならず、普段の生活の中でも感染の予防に努めているものと思い

ます。体力的にも精神的にも疲労は相当なものであるはずです。このような中にあって、理

学療法の質の向上のために、群馬県理学療法士学会を開催することは非常に重要なことであ

ると考えております。浦野幸子学会長はじめ学会運営スタッフの皆様、何よりも参加者の

方々に敬意と感謝の意を表します。このような大変な状況こそ理学療法士が一致団結して、

知識や技術の習得に努め、広く県民の皆様への健康、医療、福祉、介護に寄与することが重

要です。しばらくは、相当大変な状況が続くと予想されますが、この経験は必ず今後の理学

療法士の発展に役立つと思っています。 

ここ数年、地域包括ケアシステムへの理学療法士の関わりを深くするために、様々な努力

をして参りました。県、市町村の皆様、県民の皆様にも理学療法士の存在と役割のご理解は、

徐々に浸透してきていると実感しております。このような中で、本学会のテーマである「活

きて活かされる理学療法士とは」は、今後の理学療法士が地域包括ケアシステムの中で、地

域住民の皆様のために活動するための大切な問いかけであると考えます。本学会での講演、

発表などを通して、皆様のなりの答を見いだして今後の活動に活かしていただきたいと思い

ます。よろしくお願い申し上げます。 

 
会長 山路 雄彦 

 

学会長挨拶 

 今年度学会においては、まずもって会員の皆様、関係者様に多様な変更に対するご理解を

いただき誠に感謝もうしあげます。2020 年明けてからの新型コロナウィルスの感染拡大に

対する対応に会員の皆様の翻弄された数か月、またなおその感染予防に対する努力において

は敬服するとともに、医療職である理学療法士としてプライドを持ち今後もますますプロ意

識を持たねばいけないと深く思いをはせる次第です。本年度学会は、初の WEB学会となりま

した。手探りですが、こうして開催できること、嬉しくもあります。テーマである活きて活

かされる理学療法士とはということで地域包括ケアシステムが進む中、我々理学療法士は、

チームケアの中でどのように活き活きと活かされるべきか。病態を理解したうえで能力評価

のもと、予後予測に対しプログラム施行ができる類をみない職種であると私は、自負してお

ります。それを今、広い環境下で活かされるべきでありそのための我々に必要なスキル、医

療職としてはもちろん、人として、社会人として本学会を通して、何らかの学びに繋がれば

よいと思います。JPTA の会長、副会長の動画視聴、そして市民講座の開催の代わりに群馬医

療社会福祉大学の村山氏にお願いし市民向け配布用として、認知症予防のパンフの作成など

多々ご協力をいただきました。本学会、3日間行われますが、多くの会員の皆様の参加を願

っております。 

学会長 浦野 幸子 



協賛企業 

（敬称略・50音順） 

医療法人 高徳会 上牧温泉病院 

医療法人 恒和会 関口病院 

群馬パース大学 

介護老人保険施設 ウェルライフ三愛 

富岡地域医療企業団 公立七日市病院 

藤岡市国民健康保険 鬼石病院 

株式会社 孫の手 

 

＊学会ホームページに協賛企業紹介案内文と写真が添付されています。

 

ＷＥＢ学会参加方法 
 

 事前の手続きについて 

 

今学会は事前申し込みとなっております。日本理学療法士協会のマイページより第 27回群馬県理学療法

士学会の申し込みをお願いします。 

事前申し込みをされた方には、学会参加に必要なパスワードを学会より発行いたします。マイページより

申込みが済んだ方は、会員番号・氏名・フリガナ・生年月日・所属施設・パスワードが受け取れるメール

アドレスを以下の学会メールアドレスに送っていただきたいと思います。連絡いただいたメールアドレ

スに学会参加に必要なパスワードを発行いたします。また、第 27回群馬県理学療法士学会からのメール

（27th.ptgakkai@gmail.com）が受信できるように確認をお願いできればと思います。 

パスワードの発行は 10月 25日～10月 31日の期間となります。 

メールが届かない場合は下記問い合わせ先までお問い合わせください。 

 

 当日の参加の方法 

 

群馬県理学療法士協会ホームページ上より、第 27回学会バナーをクリックいただき、与えられたパスワ

ードを入力し参加が可能となります。オンデマンド型のため、会期中にいつでも閲覧が可能です。ビデオ

や発表原稿は、ダウンロードできません。プログラム集・抄録集・市民公開資料はダウンロードが可能で

す。各演者への質問は、講演・発表演題ごとの質問フォームをクリックいただくと、質問内容とともに記

載が可能です。11月 3日 16：00まで質問をいただければ学会事務局が代行して演者とやりとりし、学会

事務局から後日ご回答申しあげます。 

 一般演題に関しましては、分野別にプログラム順にパワーポイントデータにて閲覧可能です。ふるって

ご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



「認知症って何 

       「認知症って何？」 

       ～予防のための基礎知識と運動～ 

講師：村山 明彦 先生 

群馬医療福祉大学リハビリテーション学部助教 

 

各講演内容 
 

〈基調講演〉                        60 分動画視聴 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の誕生日で私は７３歳になりました。自分の人生を考えると「理学療法との出会い」「妻との出会

い」「福岡県理学療法士会との出会い」「重度障害者との出会い」「日本理学療法士協会との出会い」「奈良

勲氏との出会い」等々、様々な出会いの中で自分の人生が動いてきた感があります。自分は主体的に生き

てきたと思いがちですが、もしかすると偶発的な「出会い」が人生を動かしているのかもしれません。 

 理学療法士が「活きて活かされる」ためには、すべての出会いを偶然とするのではなく、一つ一つを

必然と受け止め、最大努力することが大切です。理学療法士業務で一番の特徴は多くの方々との有機的な

出会いが多いことです。 

「出会い」を大切に！ 

 

 

〈市民公開資料〉                      市民向け配布 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症は「忘れっぽくなる病気」というイメージを持っている方が多い印象です。決して間違いで

はないのですが、その他にも知っておいて欲しいことがあります。実際に認知症の方とお話をする

と、記憶（物忘れ）以外の認知機能障害（今回紹介するようなもの）が、生活する上での困りごとと

なっているからです。そして、これらの認知機能は加齢とともに徐々に低下していきます。一方、適

切な運動を継続することで、認知機能の低下を緩やかにできる可能性があります。童謡「ももたろ

う」の歌詞に合わせた運動をゲーム感覚で実施して、認知症を予防しましょう‼ 
 

 

「理学療法士の将来像」 

講師：半田 一登 氏 

一般社団法人 日本理学療法士協会会長 

                                        



〈教育講演〉                         60 分動画視聴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナ感染対策で日々緊張の毎日をお過ごしの中での新しいスタイルの学会開催は、ウイズコロ

ナへの挑戦と受け止めております。危機状態に陥った際に際立つのがリーダーシップであり、リーダーの

執行するマネジメント能力だと考えています。このような状況で今回の「理学療法士に求められるマネジ

メント能力」のご依頼はジャストタイムととらえています。マネジメント能力は、日ごろの業務や経験の

積み重ねにより養われると考えています。つまり誰でもが等しく機会を得ることができ、その際に挑戦し

たもののみが獲得する能力だと思います。私なりに理学療法士のマネジメントを分解して能力の向上に

必要な課題を提示いたします。皆様の能力の向上の一助になれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「理学療法士に求められる 

マネジメント能力」 

講師：森本 榮 氏 

一般社団法人 日本理学療法士協会副会長 

 



 

 

Ａ：神経・基礎理学療法 

Ａ-1 ARDS に対する腹臥位療法が奏効した症例～当院初の人工呼吸器患者に対するリハビリ介入～ 

医療法人 済恵会 須藤病院   須田 敏広 

 

Ａ-2 当院急性期病棟における入院時と退院時の FIM の変化と今後の取り組みについて 

医療法人 慶仁会 城山病院   村岡 稔 

 

Ａ-3 当院における電気刺激療法機器の使用促進に向けた取り組みと課題 

日高リハビリテーション病院    原田 大樹 

 

Ａ-4 急性期脳卒中患者における Berg Balance Scaleの臨床的意義のある最小変化量の検討 

 

沼田脳神経外科循環器科病院  武田 廉 

 

Ａ-5 脳幹梗塞により生じた複視に対する課題指向的介入の治療経過  

沼田脳神経外科循環器科病院 柿間 洋信 

 

Ａ-6 歩行アシストの介入により代償動作軽減、歩行速度が向上した左 THA術後の症例 

群馬リハビリテーション病院 熊田 一門 

 

Ａ-7 重症下肢虚血患者に対する運動療法の有用性 

SUBARU健康保険組合 太田記念病院 川村 耕平 

 

 

Ａ-8 重度の運動失調を呈した小脳梗塞例に対し、免荷式歩行器を用いた介入により、基本動作能力が  

   向上した症例 

沼田脳神経外科循環器科病院 荻野 沙月 

 

Ａ-9 腰部脊柱管狭窄症開窓術後の ADL低下に関する因子―ODIを用いて― 

慶友整形外科病院 リハビリテーション科 八木 涼名 

 

 

Ｂ：運動器理学療法 

Ｂ-1 フォームローラーエクササイズによる腹横筋筋厚およびパフォーマンスの変化 

公立藤岡総合病院 

高崎健康福祉大学大学院保健医療学研究科 清水 姫乃 

Ｂ-2 ムーブメント・プレパレーションのトレーニング効果の検討 

                   高崎健康福祉大学大学院保健医療学研究科 

前橋赤十字病院             須藤 祐太 

一般演題プログラム 

 



Ｂ-3 大腿骨近位部骨折患者の歩行補助具に関わるバランス要素－決定木分析による検討― 

公立七日市病院   

群馬大学大学院保健学研究科    小林 壮太 

 

Ｂ-4 TKA患者における退院時の歩行時痛は術前の体組成評価と関連するか 

 

慶友整形外科病院 齊藤 匠 

 

Ｂ-5 TKA術後 3か月時点における転倒者と非転倒者の術前および退院時の身体機能 

 

慶友整形外科病院 岩崎 友里那 

 

Ｂ-6 変形性膝関節症患者における大腿四頭筋機能について 

慶友整形外科病院 鑓水 圭太 

 

Ｂ-7 片側と両側同時人工膝関節全置換術後における筋力・関節可動域の回復推移の相違について 
 

上牧温泉病院リハビリテーション課 三上 遼 
 

 

Ｂ-8 二期的な人工膝関節全置換術患者の膝関節可動域および筋力における各肢の差と疼痛の関係性 

 

上牧温泉病院リハビリテーション課 梅山 裕史 

 

Ｃ：生活環境支援理学療法・その他 

Ｃ-1 異なる床面条件での Timed Up ＆ Go Test 

堀江病院 リハビリテーション科 久保 一樹 

 

Ｃ-2 仕事に支障をきたす腰痛を有する看護・介護職の特性 －心理社会的要因に着目してー 

介護老人保健施設 うららく 

群馬大学大学院保健学研究科  月井 直哉 

 

Ｃ-3 群馬県中学校ソフトボール部員における疼痛経験調査 

せき整形外科クリニック  宮下 幸平 

Ｃ-4 デイサービス利用者のケアマネジメントと多職種共同に関する一提言 

    －体重の記録に着目した調査からの示唆― 

 沼田脳神経外科循環器科病院    小林 和貴 

Ｃ-5 ADL と生活空間に対する訪問リハビリテーションの効果 

    －FIM と Hb-LSA を用いてー 

株式会社孫の手 訪問看護ステーション孫の手   

群馬大学大学院保健学研究科          武 瞳 



Ｃ-6 新型コロナウィルス感染症対策の自粛生活中におけるフレイルの実情 

高崎健康福祉大学  篠原 智行 

 

Ｃ-7 サロン参加者に対する個別的指導と実施記録によるフレイル予防の有効性の検証 

榛名荘病院  

介護老人保健施設 あけぼの苑 

高崎・安中リハビリテーション広域支援センター  塩浦 宏祐 

 

Ｃ-8 生活期リハビリテーションによる在宅生活の充実と見えてきた地域課題 

本多病院   

介護老人保健施設 うららく   柳澤 達也 

 

Ｃ-9 訪問リハビリテーションを行う事業所における COVID-19に対する運営管理について 

株式会社孫の手 訪問看護ステーション孫の手・前橋 片桐 志穂 

 

Ｃ-10 リハビリテーション職種に生じる腰痛と業務内容の関連性および職種別の業務内容の比較 
 

沼田脳神経外科病院 髙橋 直哉 

 

Ｃ-11 看護師が勤務中に使用する履物と足サイズに関する調査 

堀江病院 青木 真也 

 

Ｃ-12 介護予防事業の行動分析学的マネジメントによる参加者の自主トレーニングと社会参加の促進 

 

群馬パース大学保健科学部理学療法学科 岡崎 大資 
 

 

演題についての質疑応答について 

 

 学会事務局メールで受け付け、演者と事務局で確認作業を行い、学会事務局より回答となります。 

 全てメールでの対応となります。 

 

 

第 27回群馬県理学療法士学会事務局 

〒379-2304 太田市大原町 156-3 

株式会社 孫の手 
学会長：浦野幸子  準備委員長：田村明信 会計：倉上訓大 

TEL：0277-46-7010 FAX：0277-46-7020 Mail：27th.ptgakkai@gmail.com 


